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仙
台
市
博
物
館
　
学
芸
企
画
室
　
中
武 

敏
彦

　

美
し
い
ケ
ヤ
キ
並
木
に
彩
ら
れ
、
遊
歩
道

の
彫
刻
が
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

定
禅
寺
通
。
来
月
に
は
い
よ
い
よ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ

Ａ
Ｉ
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
す
。

　

定
禅
寺
通
の
名
は
、
明
治
時
代
の
初
め
ま

で
定
禅
寺
と
い
う
寺
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来

し
ま
す
。
現
在
の
勾
当
台
公
園
の
中
か
ら
合

同
庁
舎
の
辺
り
が
寺
の
跡
地
で
す
。
定
禅
寺

は
真
言
宗
の
寺
院
で
、永
正
年
間（
一
五
〇
四

～
二
一
）
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

定
禅
寺
は
伊
達
家
の
祈
願
寺
と
し
て
高
い
地

位
を
与
え
ら
れ
、
伊
達
政
宗
が
仙
台
城
を
築

く
際
に
は
、
寺
を
鬼き

門も
ん

で
あ
る
城
の
東
北
に

配
置
し
、
城
下
の
守
り
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
定
禅
寺
に
向
か
う
通
り
が
定
禅
寺
通

で
す
。
た
だ
し
江
戸
時
代
の
通
り
は
現
在
と

異
な
り
、
奥
州
街
道
の
国
分
町
か
ら
東
に
向

か
っ
て
定
禅
寺
の
門
前
ま
で
の
範
囲
を
指
し
、

国
分
町
か
ら
西
は
定
禅
寺
通
櫓や

ぐ
ら

丁ち
ょ
う

と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
定
禅
寺
は
伊
達
家
の
保
護
を

受
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
明
治
維
新
を
迎

え
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県

に
よ
っ
て
仙
台
藩
が
消
滅
す
る
と
定
禅
寺
も

衰
退
し
、
明
治
六
年
に
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
寺
の
跡
地
に
は
陸
軍
の
病
院
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
隣
接
す
る
藩
校
養
賢
堂
の

建
物
は
廃
藩
置
県
後
、
仙
台
県
（
翌
年
宮
城

県
と
改
称
）
の
県
庁
舎
と
な
り
、
周
囲
に
は

宮
城
県
警
察
署
や
商
品
陳
列
所
な
ど
も
建
て

ら
れ
、
官
庁
街
を
形
成
し
ま
す
。

　

定
禅
寺
通
は
明
治
時
代
に
西
側
が
広
瀬
川

の
手
前
ま
で
延
び
、
東
側
も
大
正
時
代
の
初

め
迄
に
旧
定
禅
寺
の
敷
地
を
貫
い
て
、
現
在

の
錦
町
に
あ
た
る
長な

が

丁ち
ょ
う

と
つ
な
が
り
、
今
の

通
り
の
原
型
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
昭
和
二

年
（
一
九
二
七
）
一
二
月
に
は
仙
台
市
電
が

仙
台
駅
前
か
ら
県
庁
ま
で
開
通
し
、
道
路
も

拡
幅
さ
れ
、
仙
台
の
主
要
道
路
の
一
つ
へ
と

発
展
し
ま
し
た
。

　

昭
和
二
〇
年
七
月
一
〇
日
の
仙
台
空
襲
で

は
市
街
地
の
多
く
が
焼
失
し
ま
し
た
。
戦
後

の
復
興
都
市
計
画
の
な
か
で
、
定
禅
寺
通
は

幅
四
六
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
さ
れ
、
昭
和
三
三

年
か
ら
は
ケ
ヤ
キ
の
植
樹
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ケ
ヤ
キ
の
木
が
選
ば
れ
た
の
は
、
見
栄
え
の

良
さ
と
、
仙
台
の
気
候
が
ケ
ヤ
キ
の
生
育
に

合
っ
て
い
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
一
六
〇
本
を
超
え
る
ケ
ヤ
キ
並
木
の

下
で
、
季
節
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

市
民
や
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

仙
台
市
博
物
館
で
は
、
一
二
月
一
日
（
日
）

ま
で
企
画
展
「
や
っ
ぱ
り
絵
図
が
す
き
！
」

を
開
催
中
で
す
。
定
禅
寺
が
登
場
す
る
城
下

絵
図
も
多
数
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

定
禅
寺
通
の
由
来

寺
か
ら
官
庁
街
へ

第11回

定
禅
寺
と
定
禅
寺
通

ケ
ヤ
キ
の
植
樹

城下を西から見た絵図に描かれた定禅寺と定禅寺通　
明治元年現状仙台城市之図（部分）　仙台市博物館蔵

ケヤキの植樹が始まったころの定禅寺通　現在の市民会館から
東を望む　昭和33年頃　仙台市戦災復興記念館提供

定禅寺

養賢堂

定禅
寺通

【会期中の休館日】毎週月曜日（11/4は開館）、11/5（火）
【観覧料】常設展料金：一般・大学生460円（360円）、高校生230円（180円）、小・中学生110円（90円）
※30名以上の団体は（　）内の料金。このほか各種割引があります。

〒980-0862 仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉▶ツイッター ＠sendai_shihaku ▶博物館HP 検 索仙台市博物館 ⬅

あなたの今いる場所が昔はどんな場所だったか、知りたいと思ったことはありませんか？
本展では、仙台城下絵図や村絵図など江戸時代の「仙台」を描いた絵図、仙台藩領全体を描いた
国絵図や、世界を描いた坤輿万国全図屛風など、仙台市博物館所蔵の絵図の一大コレクションを
一堂に公開します。
絵図が好きな方も、これから好きになる方も、博物館で旅をしませんか。

●12月1日(日)まで好評開催中！●

▶11月の休館日　毎週月曜日（4日は開館）、5日（火）

御分領中海岸絵図 夏 高城・牡鹿 嘉永6年(1853) 仙台市博物館蔵

企
画
展やっぱり絵図がすき！

仙台市市制施行130周年記念

―博物館で旅する仙台藩と城下町―

こん よ

《休館のお知らせ》
12月28日(土)～2020年3月31日（火）

館内設備改修工事のため、上記期間を休館いたします。ご不便を
おかけしますがご了承くださいますようお願いいたします。


